
第 4回 EBM9WS実行委員会 会議録 
 
日 時：2005年 9月 10日（土）PM3:00～PM6:00 
場 所：金城学院大学 W10号館 薬学教育企画室 
出席者：伊藤、網岡、加藤、矢野 
 
審議事項 
1. 論文の決定（仮） 
2. シナリオ（案） 継続 
3. Time Table（案） 継続 
4. プレセッション、特別セッション 依頼者（案） 継続 
5. 参加者募集のフローチャートの作成（案） 
6. 次回日程 １０月中に参加者募集を中心に検討 
 
1. 論文（案） 
 皆から提案のあった約 10文献を吟味し、以下の論文に決定（仮）した。以下に PUBMEDの抄録を示す。 
 
Atherly-John YC, Cunningham SJ, Crain EF.:Arch Pediatr Adolesc Med. 2002 Dec;156(12):1240-3. 
BACKGROUND: Physicians report several barriers to the use of oral rehydration therapy (ORT) for 

dehydration in children due to acute gastroenteritis. OBJECTIVES: To compare ORT with intravenous therapy 

for the treatment of moderate dehydration in children with acute gastroenteritis and to determine whether the 

factors reported as barriers to the use of ORT would be substantiated in practice. METHODS: Randomized 

controlled trial in an urban pediatric emergency department. Children with moderate dehydration due to acute 

gastroenteritis were randomly assigned to ORT (group 1) or intravenous therapy (group 2). The primary 

outcome was length of stay in the emergency department. Secondary outcomes included hospital admission 

rate, staff time, relapse after discharge from the hospital, and parental satisfaction. Two days after discharge, 

parents were surveyed by telephone to assess the relapse and their satisfaction with the visit. RESULTS: 

Eighteen patients were enrolled in group 1 and 16 in group 2. The mean length of stay in group 1 was 225 vs 

358 minutes in group 2 (P<.01). Mean staff time was 35.8 minutes in group 1 compared with 65 minutes in 

group 2 (P =.03). Three patients failed ORT and required intravenous therapy. Two patients (11%) in group 1 vs 

4 (25 %) in group 2 required admission to the hospital (P =.20). No patients relapsed after being discharged 

from the hospital. Fourteen parents (77%) in group 1 compared with 6 (37.5%) in group 2 reported that they 

were highly satisfied with all aspects of the visit (P =.01). CONCLUSIONS: Reported barriers to ORT were not 

supported by our data. Moreover, ORT performed better than intravenous therapy on all measured outcomes. 

 
2. シナリオ（案）について 
 シナリオ（案）については UROKOメーリングリスト参加者に対し、各自１つ依頼することとした。 
締め切り：９月２０日（火） 
あて先、：ROKOのメーリングリスト or 伊藤先生（info@hazamaiin.com）まで 

 
3. Time Table（案） 
改良点 



８日 
・昼食は全員分を用意する方向で。 
・伊藤先生の最初の挨拶、名郷先生の話、EBM8の報告、ハシモト先生の EBMことはじめを、 
最初の 90分に固める。 
・開始時間を 12:30と 30分早める。 

  ９日 
・特別セッションは、９時からの 90分にする。 

   ・昼食は SGDの進行具合にあわせてとれるように配慮する方向で。 
 8日(日)
時間 一般参加者 チューター 検索セッション（希望者のみ）
8:30
9:00
9:30 9:30　参加者受付開始

（検索セッション参加者用）
<W9号館1階>

10:00 10:00～11:30　検索セッション
<W10号館1階　101教室>

10:30
11:00 11:00～11:30　一般参加者受付開

始
<W9号館1階>

11:00～11:30
チュータ受付開始
<W9号館1階>

11:30 昼食<W9号館1階　講義室orロビー> 11:30～12:30
プレチューターミーティング＆昼
食<W10号館3階　会議室>

以降、「一般参加者」か「チューター」
と同じ

12:00
12:30 12:30～14:00

「EBMWSへようこそ！」（伊藤）
挨拶(伊藤)
名郷先生の時間(名郷)
EBM8の報告(東京EBM)
EBMことはじめ(ハシモト)
<W9号館1階　大講義室>

12:30～17:00
チューターとして参加

13:00
13:30
14:00 14:00～17:00　Small Group

Discussion1(SGD1)
<W10号館2～4階　各演習室>

14:30
15:00
15:30
16:00
16:30
17:00 17:00～17:30　懇親会会場に移動

　or　各部屋で解散
17:00～17:30
チューターミーティング
<W10号館3階　会議室>

17:30 17:30～19:30
懇親会（リリープラザ）

17:30～19:30
懇親会（リリープラザ）

17:30～19:30
懇親会（リリープラザ）

18:00
18:30
19:00
19:30
20:00

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 9日(時間

祝)
一般参加者 チューター

8:30
9:00 9:00～10:30　特別セッション

<W9号館1階大講義室>
9:00～15:00　チューターとして参加

9:30

10:30～13:00　Small Group Discussion1(SGD2)＆昼食
<W10号館2～4階　各演習室>
昼食はW10号館3階薬学教育企画室で配布します｡都合の良い
時間に取りに来てください。
あるいは、各部屋に配布

13:00 13:00～14:30　全体セッション(★？)<W9号館1階大講義室>

14:30～15:00　おしまいセッション（網岡）<W9号館1階大講義室>
解散 15:00～16:00　チューターミーティング

<W9号館1階　大講義室>

 
 10:00
10:30 

 
 11:0011:30
12:00
12:30 

 13:3014:00
14:30
15:00 

 15:30
16:00

 
 
4. プレセッション、特別セッション 依頼者（案） 継続 
 共通テーマ：EBMって何？ 



 プレセッション 挨拶（伊藤） 
         名郷先生の話（名郷） 
         EBM8の報告（南郷？） 
         EBMって何（ハシモト） 
 特別セッション 伊藤、KH？ 
 
5. 参加者募集のフローチャートの作成（案） 
 ①受付フォームに記入 
  氏名（漢字）、氏名（ふりがな）、勤務先、職種：医師・歯科医師・薬剤師・看護師・栄養士・学生・その

他、経験年数、郵便番号、連絡先住所、E-mail、電話番号、FAX 番号、性別、区分：一般参加かチュー
ター、懇親会：参加・未定・不参加 

 ②事務局から確認メールと予約番号が届く。 
３日以内に確認メールが届かない場合は、再度申し込みください。？？→ＯＫ？ 

 ③参加費の振込み、振込み依頼名に必ず参加者の名前と「予約番号」を記入。 
振込み期限は１週間以内 or３日以内（EBM８は３日以内） 

 ④登録完了 
 ※注意事項 
 ・両日参加を原則、遅刻は厳禁 
 ・定員になり次第締め切り 
 ・宿泊の斡旋はしない 
 
6. 次回日程 １０月中に参加者募集を中心に検討 
 


